
平成２４・２５年度 埼玉県教育委員会委嘱

吉見町教育委員会委嘱

学力向上研究校指定事業

研 究 主 題

ひとみ輝く子ども はつらつ西小をめざして
～学力の定着・向上を図る教育活動の充実を通して～

平成２５年１１月２７日（水）

吉見町立西小学校



Ⅰ 研究の概要

１ 研究主題の設定について

本校の児童の学力向上は、「教育に関する３つの達成目標」の取組に係る効果の

検証・全国学力・学習状況調査・埼玉県学習状況調査等の結果から見ても、喫緊の

課題である。

研究を進めるにあたって、基礎的・基本的な学習内容の定着が十分とはいえず、

学力の２極化が顕著になっている児童の実態を受け、「がんばった」「できた」「わ

かった」「ほめられた」という体験をより多く積ませることで、学習意欲の向上に

つなげ、学力の向上とともに積極的な学校生活を送らせたいと考えた。

さらに、「学力の向上」をどうとらえるかについては、より研究を焦点化するた

めに、学力の一側面ではあるが、点数による評価が解けた喜びを一番体感させられ

るとらえ、狭義での「学力」とすることにした。

最大の教育環境とも言える教師自身が、ひとみを輝やかせ教育活動に励む姿勢を

示し、はつらつ西小を創っていくのである。

２ 研究の方向性について

学校は集団での学びの場であり、学力向上は学校に与えられた最大の使命である。

そのために教師は指導力向上に向けて研鑽を積まなければならない。また、子ども

たち自身に学ぶ力を身につけさせ、家庭の教育力を高め協力を得る。これらの３つ

の「力」をつけていくための具体策を考え、実践していくこととした。

新たなことを始めるのではなく、教師としてやらなければいけないことを見直し、

着実に実践する「足下を見つめ、教師としての使命を忠実

に果たす」ことで学力向上をめざすこととした。

３ 研究の仮説について

＜教師の指導力アップ＞

・日々の授業の、子どもの学力を伸ばす指導過程を明確に

し、ねらいに迫る支援を意図的、計画的に行うことで、学力の定着・向上が図れ

るであろう。

＜子どもの学習力アップ＞

・学習への関心・意欲を高める学習環境を整え、子どもに「できた」「分かった」

という想いをより多く味わわせたり、あきらめないで、ねばり強く学習に取り組

ませたりすることで、学力の定着・向上が図れるであろう。

＜家庭の教育力アップ＞

・家庭学習の日（毎月２４日「にしの日」）を設定し、家庭への協力を促しながら、

家庭学習ノート（１５学習ノート）に日々取り組ませることで学力の定着・向上

が図れるであろう。
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４ 町の取組

吉見町教育委員会では、「学力向上対策１０ヶ条」を作成し、町をあげて取り組んでいる。

そこで、本校の研究においても積極的に研究のベースとして活用することとした。

Ⅱ 各専門部の取組

１ 教師の指導力アップをめざす

①分かる、魅力ある授業を展開する上で、教師として持ち備えるべき必須条件

「授業の基礎・基本」を意識した取組。

授業研究部

笑顔で始まり、
笑顔で終わる。
教師の豊かな表情は、
子どもの思考を柔軟
にする。
演技者であれ！
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多くの児童へ声かけ
予想される
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事前の準備をする。
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分担を明確にする。
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楷書で丁寧に
１時間の流れが分かる。
ポイントが明確
活動や発言が見える。
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日付を書く・単元名を書く・めあては青枠・まとめは赤枠・
１マスに１文字を原則・黒板を写すだけでなく、大切なことを書き込む。
思考が見える、困った時に、振り返ることができる、よりどころとなる。
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